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	東日本大震災による震動被害では，過去の震災被害同様，旧基準で設計された既存不適格建築物の倒壊等の被害が確認されており，安全性確保の観点から耐震改修の必要性がさらに再認識されることとなった。一方，現行の耐震基準のクライテリアである「ごく稀に発生する地震に対する建築物の安全性」が確保されている新耐震基準に基づき設計された建築物や耐震補強された既存建築物において，地震後の継続使用性が阻害された事例が以下のように見られている。
	①災害対応拠点となる庁舎：構造部材や非構造部材が損傷し，地震後継続使用できなかった
	②地震後避難施設となる体育館：構造部材である接合部や非構造部材が大破し，地震後継続使用できなかった
	③耐震補強された学校：柱や杭が大破し上部構造物が傾斜したため，地震後継続使用できず，最終的に取り壊された
	④耐震補強された共同住宅：非構造部材等が大破し，地震後長期間にわたり使用できなかったことに加え，多くの被災住民が避難所に押し寄せることになった
	このことから，新築において現行基準（法の最低基準）を満足することや，耐震改修において現行基準の要求レベルを確保するだけでは，地震後の建築物の継続使用性は必ずしも確保されないことが分かる。しかしながら，災害対応拠点となる庁舎や避難者を受け入れる避難施設のように，地震直後からの使用性が求められる建築物にとっては，これらは早急に解決すべき課題である。
	サブテーマ１：地震後の継続使用性に関する阻害要因分析と地震後の継続使用性に資する要求性能の提案
	サブテーマ２：地震後の継続使用性確保に必要な部位の耐震性能評価手法等の提案
	地震後の継続使用性確保に資する要求性能を満足するために許容される部位の損傷状態（被害の再現を含む）や耐震改修の効果を確認する構造実験を行い，部位の損傷評価手法に資する情報を収集する。また大地震に対する基礎構造や非構造部材等については主として応答評価手法を取り纏める。
	建築物の地震後の継続使用性評価指針（案）と提案手法を用いた試評価事例
	以下のアウトプットを具体の目標とする
	①  東日本大震災において地震後の継続使用性を阻害した要因分析のまとめ
	②  地震後の継続使用性を確保するための建築物の要求性能設定のための技術資料
	③  建築物の要求性能とそれを満足する部位の損傷限界状態との関係性を説明する技術資料
	④  基礎構造や非構造部材の応答評価手法に関する技術資料
	⑤  提案する評価手法を用いた試評価例

